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第 1 章 バージョン 2 の新機能 (ユーザー向け)

Analytic Server コンソール
新しいレイアウト

レイアウトが変更され、折りたたみ式ではなくホーム・ページからページにアクセスするようにな
りました。

データ・ソース

v データ・ソースのカスタム属性を定義できるようになり、他のアプリケーションが作成したカス
タム属性を表示できるようになりました。

v データ・ソースのメタデータを作成するときに、すべてのデータ値のスキャンを開始して、カテ
ゴリー値と範囲制限を判別できるようになりました。すべてのデータ値をスキャンすると、メタ
データが正しいことを確認できますが、データ・ソースに多数のフィールドやレコードがある場
合は時間がかかることがあります。

v サポートされるデータ・ソースのタイプが増えました。

ファイル内容タイプ

サポートされるファイル内容タイプが増えたことで、設定とパーサー形式が追加されま
した。データ・ソース内のファイルごとに、フィールドの解析順序を定義することもで
きます。データ・ソースにディレクトリーを追加するときに、そのディレクトリー、ま
たはそのサブディレクトリー内のファイルを選択するためのルールを指定できるように
なりました。

準構造化ファイル

準構造化ファイルとは、Web ログなどのように、区切り文字で区切られたテキ
スト・ファイルほど厳密な構造は持たないが、正規表現を通じてレコードやフィ
ールドに抽出できるデータを含むファイルです。

圧縮ファイル
サポートされている圧縮形式は、Gzip、Deflate、Bz2、Snappy、IBM CMX など
です。さらに、上記の圧縮形式のいずれかを使用したシーケンス・ファイルもサ
ポートされています。

さまざまな形式のテキスト・ベース・ファイル

単一のテキスト・ベース・データ・ソースに、さまざまな形式のドキュメント
(PDF、Microsoft Word など) をテキスト分析対象として含めることができるよ
うになりました。

SPSS Statistics ファイル
SPSS Statistics ファイル (*.sav、*.zsav) は、データ・モデルを含むバイナリー・
ファイルです。

分割可能 2 進数形式ファイル (*.asbf)
このファイル・タイプは、Analytic Server で出力されることがあります。例え
ば、分析でリスト値を持つフィールドを使用する必要がある場合などです。
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シーケンス・ファイル
シーケンス・ファイル (*.seq) は、Key-Value ペアとして構造化されたテキス
ト・ファイルです。このファイルは、一般に、MapReduce ジョブで中間形式と
して使用されます。

データベース内容タイプ
Greenplum、MySQL、および Sybase IQ のデータ・ソースを使用できるように Analytic

Server が構成されている場合、これらのデータ・ソースを定義することができます。

HCatalog 内容タイプ
Apache Cassandra、MongoDB、および Oracle NoSQL のデータ・ソースを使用できるよ
うに Analytic Server が構成されている場合、これらのデータ・ソースを定義することが
できます。

地理空間内容タイプ
シェープファイルやオンラインのマップ・サービスを使用する地形のデータ・ソースを
定義することができます。

分析
新たな SPSS Modeler 機能

レコード結合
ランク付けされた条件による結合がサポート対象として追加されました。

時系列 時系列の処理に対するサポートが追加されたほか、時間因果関係モデル (TCM) の分散作
成とスコアリングもサポートされています。詳しくは、SPSS Modeler の AS 時間区分、
ストリーミング TCM、および TCM の各ノードを参照してください。

空間データ
地理的座標システムの処理に対するサポートが追加されたほか、地理空間アソシエーショ
ン・ルール (GSAR) モデルおよび時空ポイント処理 (STP) モデルの分散作成とスコアリン
グもサポートされています。詳しくは、SPSS Modeler の再投影、アソシエーション・ルー
ル、および STP の各ノードを参照してください。

クラスタリング
2 段階クラスター・モデルの分散作成とスコアリングに対するサポートが追加されまし
た。SPSS Modeler の TwoStep-AS ノードを参照してください。

既存の SPSS Modeler 機能に対するサポートの改善

レコード集計
文字列フィールドを、NULL でない値の最小値、最大値、およびカウントを使用して集計
できるようになりました。「最適化」タブの数値フィールドについては、概算の順位統計
量 (中央値、四分位数) がサポートされています。

レコード結合
条件による結合、およびキーを指定しないキーによる結合 (全体平均値を算出する場合な
ど) に対するサポートが追加されました。

アンサンブルのモデリング

ツリー、線型、およびニューラル・ネットの各モデルのアンサンブル・モデル作成アルゴ
リズムが改善され、同じサイズのブロック間でランダムに分散されていないデータが、よ
り適切に処理されるようになりました。
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第 2 章 Analytic Server コンソール

Analytic Server には、データ・ソースおよびプロジェクトを管理するためのシン・クライアント・インタ
ーフェースが用意されています。

ログイン
1. ブラウザーのアドレス・バーに Analytic Server の URL を入力します。URL はサーバー管理者から入
手できます。

2. サーバーへのログオンに使用するユーザー名を入力します。

3. 指定するユーザー名に関連付けられているパスワードを入力します。

ログインすると、コンソールのホームが表示されます。

コンソールのナビゲート
v ヘッダーには、製品名、現在ログインしているユーザーの名前、およびヘルプ・システムへのリンクが
表示されます。現在ログインしているユーザーの名前は、ログアウト・リンクを含むドロップダウン・
リストの先頭に表示されます。

v コンテンツ領域には、コンソールのホームから実行できるアクションが表示されます。

データ・ソース
データ・ソースは、レコードのコレクションとデータ・モデルから成り、分析対象のデータ・セットを定義
します。レコードのソースには、HDFS 上のファイル (区切り文字で区切られたテキスト・ファイル、固定
幅テキスト・ファイル、Excel ファイル)、データベース、または HCatalog を指定できます。データ・モデ
ルは、データの分析に必要なすべてのメタデータ (フィールド名、ストレージ、測定のレベルなど) を定義
します。データ・ソースの所有者は、データ・ソースへのアクセスを認可または制限することができます。

データ・ソースのリスト

「データ・ソース (Data sources)」メイン・ページには、現在のユーザーがメンバーになっているデータ・
ソースのリストが表示されます。

v データ・ソースの詳細を表示し、プロパティーを編集するには、そのデータ・ソース名をクリックしま
す。

v 検索文字列が名前に含まれるデータ・ソースだけを表示するようにリストをフィルタリングするには、
検索領域にその文字列を入力します。

v 「新しいデータ ソースの追加 (Add new data source)」ダイアログで指定した名前と内容タイプの新規
データ・ソースを作成するには、「新規」をクリックします。

– データ・ソースに付けることができる名前の制限については、 30ページの『命名ルール』を参照して
ください。

– 選択可能な内容タイプは、ファイル、データベース、および地理空間です。

注: HCatalog オプションを使用できるのは、Analytic Server がこれらのデータ・ソースを処理するよ
うに構成されている場合のみです。

注: 内容タイプは、一度選択すると編集できません。
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v データ・ソースを削除するには、「削除」をクリックします。この操作では、データ・ソースに関連付
けられているファイルはすべてそのまま残ります。

v リストを更新するには、「リフレッシュ」をクリックします。

v 「アクション」ドロップダウン・リストを使用すると、選択したアクションが実行されます。

1. データ・ソースのアーカイブを作成してローカル・ファイル・システムに保存するには、「エクスポ
ート」を選択します。

2. 「エクスポート」アクションで作成したアーカイブをインポートするには、「インポート」を選択し
ます。

3. データ・ソースのコピーを作成するには、「複製 (Duplicate)」を選択します。

個別のデータ・ソースの詳細

内容領域は、複数のセクションに分かれています。これらのセクションは、データ・ソースの内容タイプに
よって異なる場合があります。

詳細 以下の設定はすべての内容タイプに共通です。

名前 データ・ソースの名前を表示する編集可能なテキスト・フィールド。

表示名 他のアプリケーションに表示されるデータ・ソースの名前を表示する編集可能なテキス
ト・フィールド。このフィールドが空白の場合は、表示名として「名前」が使用されま
す。

説明 データ・ソースに関する説明テキストを指定するための編集可能なテキスト・フィール
ド。

公開 (Is public)
すべてのユーザーがデータ・ソースを参照できるか (チェック・マークを付けた場合)、ユ
ーザーおよびグループをメンバーとして明示的に追加する必要があるか (チェック・マー
クを外した場合) を示すチェック・ボックス。

カスタム属性 (Custom attributes)
アプリケーションは、カスタム属性を使用して、データ・ソースにプロパティー (そのデ
ータ・ソースが一時的なものかどうかなど) を追加することができます。これらの属性
は、アプリケーションがデータ・ソースをどのように使用しているかについてより詳しい
洞察を示すために、Analytic Server コンソールで公開されます。

設定の現在の状態を保持するには、「保存」をクリックします。

共有 (Sharing)

以下の設定はすべての内容タイプに共通です。

ユーザーおよびグループを作成者として追加することで、データ・ソースの所有権を共有できま
す。

v テキスト・ボックスに入力すると、ユーザーおよびグループがフィルタリングされ、名前に検索
文字列が含まれるものが表示されます。これらのユーザーおよびグループを作成者のリストに追
加するには、「メンバーを追加 (Add member)」をクリックします。

v 作成者を削除するには、メンバー・リストでユーザーまたはグループを選択し、「メンバーの削
除 (Remove member)」をクリックします。

注: 管理者には、メンバーとして明確にリストされているかどうかにかかわらず、すべてのデー
タ・ソースに対する読み取り権限と書き込み権限があります。
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ファイル入力 (File Input)
ファイル内容タイプのデータ・ソースを定義する場合に固有の設定。

ファイル・ビューアー (File Viewer)

データ・ソースに追加できるファイルが表示されます。「プロジェクト」モードを選択す
ると、Analytic Server プロジェクト構造内のファイルが表示され、「データ・ソース」を
選択すると、データ・ソース内に保管されているファイルが表示され、「ファイル・シス
テム (File system)」を選択すると、ファイル・システム (通常は HDFS) が表示されま
す。どちらのフォルダー構造も参照は可能ですが、HDFS はまったく編集できません。
「プロジェクト」モードでは、定義されたプロジェクト内以外ではルート・レベルでのフ
ァイルの追加、フォルダーの作成、項目の削除ができません。プロジェクトを作成、編
集、または削除するには、「プロジェクト」を使用します。

v 「アップロード (Upload)」をクリックすると、現在のデータ・ソースやプロジェクト/サ
ブフォルダーにファイルがアップロードされます。単一ディレクトリー内の複数のファ
イルを参照して選択することができます。

v 「新規フォルダー」をクリックすると、「新規フォルダー名 (New Folder Name)」ダイ
アログで指定した名前の新しいフォルダーが、現在のフォルダーの下に作成されます。

v 「ダウンロード (Download)」をクリックすると、選択したファイルがローカル・ファイ
ル・システムにダウンロードされます。

v 「削除」をクリックすると、選択したファイル/フォルダーが削除されます。

データ・ソース定義に含まれるファイル (Files included in data source definition)
移動ボタンを使用して、選択したファイルまたはフォルダーをデータ・ソースに追加する
ことや、データ・ソースから削除することができます。データ・ソース内の選択された各
ファイルまたはフォルダーについて、「設定」をクリックすると、ファイル読み取りの仕
様を定義できます。

データ・ソース内に複数のファイルがある場合、それらのファイルは共通のメタデータを
共有する必要があります。つまり、各ファイルが同じ数のフィールドを持ち、それらのフ
ィールドが各ファイル内で同じ順序で解析され、すべてのファイルで各フィールドに同じ
ストレージが割り当てられている必要があります。ファイル間で不一致があると、コンソ
ールが「プレビューとメタデータ (Preview and Metadata)」を作成できないか、Analytic

Server がファイルを読み込むときに、有効な値が無効な (NULL) 値として解析される原因
となることがあります。

データベース選択 (Database Selections)

レコードの内容を含むデータベースに対する接続パラメーターを指定します。

データベース
接続するデータベースの種類を選択します。
DB2、Greenplum、MySQL、Netezza、Oracle、SQL Server、Sybase IQ、または TeraData か
ら選択してください。目的の種類がリストされていない場合は、Analytic Server で適切な
JDBC ドライバーを構成するように、サーバー管理者に依頼してください。

サーバー・アドレス (Server address)
データベースをホストするサーバーの URL を入力します。

サーバー・ポート
データベースが listen するポートの番号。

データベース名
接続するデータベースの名前。
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ユーザー名
データベースがパスワードで保護されている場合は、ユーザー名を入力します。

パスワード
データベースがパスワードで保護されている場合は、パスワードを入力します。

テーブル名
使用するデータベースの表の名前を入力します。

最大同時読み取り数 (Maximum concurrent reads)
データ・ソースで指定された表からデータを読み込むために、Analytic Server からデータ
ベースに送信することができる同時クエリー数の制限を入力します。

HCatalog の選択 (HCatalog Selections)
Apache HCatalog の下で管理されているデータにアクセスするためのパラメーターを指定します。

データベース
HCatalog データベースの名前。

テーブル名
使用するデータベースの表の名前を入力します。

フィルター
表がデータ区分された表として作成されている場合は、表のデータ区分フィルターです。
HCatalog のフィルタリングは、文字列型の Hive データ区分キーを使用する場合にのみサ
ポートされています。

注: Hadoop の一部ディストリビューションでは、!=、<>、および LIKE の各演算子が機
能しないようです。これは、HCatalog とこれらのディストリビューションの間の互換性に
関する問題です。

HCatalog のフィールドのマッピング (HCatalog Field Mappings)
データ・ソース内のフィールドへの、HCatalog 内の要素のマッピングを表示します。「編
集」をクリックすると、フィールドのマッピングを変更できます。

注: Hive 表からデータを公開する HCatalog ベースのデータ・ソースを作成すると、その
Hive 表が多数のデータ・ファイルで構成されている場合に、Analytic Server がデータ・ソ
ースからデータの読み込みを開始するたびに、大幅な遅延が発生することがあります。こ
のような遅延が発生する場合は、使用している大きめのデータ・ファイルの数が少なめで
ある Hive 表を再作成し、ファイル数を 400 未満にしてください。

地理空間の選択 (Geospatial Selections)
地理データにアクセスするためのパラメーターを指定します。

地理空間タイプ (Geospatial type)
地理データは、オンラインのマップ・サービスやシェープファイルから得ることができま
す。

マップ・サービスを使用している場合は、そのサービスの URL を指定し、使用するマッ
プ層を選択します。

シェープファイルを使用している場合は、そのシェープファイルをアップロードします。

プレビューとメタデータ (Preview and Metadata)
データ・ソースの設定を指定したら、「プレビューとメタデータ (Preview and Metadata)」をクリ
ックして、データ・ソースの仕様を確認します。

出力 内容タイプがファイルまたはデータベースであるデータ・ソースには、Analytic Server で実行され

6 IBM SPSS Analytic Server バージョン 2: ユーザーズ・ガイド



るストリームからの出力を付加できます。この付加を有効にするには、「書き込み可能にする
(Make writeable)」を選択して、以下の手順を実行します。

v 内容タイプがデータベースであるデータ・ソースの場合は、出力データの書き込み先である出力
データベース表を選択します。

v 内容タイプがファイルであるデータ・ソースの場合は、以下の手順を実行します。

1. 新規ファイルの書き込み先である出力フォルダーを選択します。

ヒント: ファイルとデータ・ソースの関連付けを追跡しやすくするために、データ・ソース
ごとに別々のフォルダーを使用してください。

2. ファイル形式を選択します。「CSV」 (コンマ区切り変数) または「分割可能 2 進形式
(Splittable binary format)」のいずれかを指定します。

3. オプションで、「シーケンス・ファイルの作成 (Make sequence file)」を選択します。これ
は、下流の MapReduce ジョブで使用できる分割可能圧縮ファイルを作成する場合に使用し
ます。

4. 「改行をエスケープ可能 (Newlines can be escaped)」を選択すると、データ内の改行が文
字列「¥n」として出力ファイルに書き込まれ、文字列「¥n」が「¥¥n」として出力ファイルに
書き込まれます。これを選択しないと、文字列「¥n」が「¥n」として出力ファイルに書き込
まれ、この改行の存在がエラーの原因となります。

5. 圧縮形式を選択します。リストには、Analytic Server のインストール済み環境で使用するよ
うに構成されているすべての形式が表示されます。

注: 圧縮形式とファイル形式の組み合わせによっては、分割できない出力が作成されること
があるため、以降に MapReduce 処理を行う場合には不向きです。そのような選択を行う
と、Analytic Server の「出力」セクションに警告が表示されます。

設定 (ファイル・データ・ソース)
「設定」ダイアログでは、ファイル・ベース・データの読み取りに関する仕様を定義できます。これらの設
定は、選択したすべてのファイルと、選択したフォルダー内のファイルのうち「ファイル選択 (File
selection)」タブの基準に一致するすべてのファイルに適用されます。

正しくないパーサー設定をファイルに指定すると、コンソールが「プレビューとメタデータ (Preview and

Metadata)」を作成できないか、Analytic Server がファイルを読み込むときに、有効な値が無効な (NULL)

値として解析される原因となることがあります。

「設定」タブ
「設定」タブでは、ファイル・タイプと、そのファイル・タイプに固有のパーサー設定を指定できます。

データ・ソースは、サポートされている任意の形式の圧縮ファイルを使用して定義できます。サポートされ
ている圧縮形式は、Gzip、Deflate、Bz2、Snappy、IBM CMX などです。

区切りファイル・タイプ (Delimited file type)

区切りファイルは、フィールドに制限のないテキスト・ファイルです。ファイル内のレコードは一定数のフ
ィールドで構成されますが、各フィールド内の文字数は一定ではありません。区切りファイルのファイル拡
張子は、一般に *.csv または *.tab です。詳細については、 8ページの『区切りファイル・タイプの設
定』を参照してください。
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固定長ファイル・タイプ (Fixed file type)

固定長フィールドのテキスト・ファイルは、フィールドが区切り文字で区切られてはいないが、フィールド
の開始位置が同じであり、その長さが固定されているファイルです。固定長フィールドのテキスト・ファイ
ルのファイル拡張子は、一般に *.dat です。詳細については、 10ページの『固定長ファイル・タイプの設
定』を参照してください。

準構造化ファイル・タイプ (Semi-structured file type)

準構造化ファイル (*.log など) は、正規表現によってフィールドにマップできる予測可能な構造を持つ
が、区切りファイルほど厳密に構造化されていないテキスト・ファイルです。詳細については、 11ページ
の『準構造化ファイル・タイプの設定』を参照してください。

Text Analytics ファイル・タイプ (Text Analytics file type)

Text Analytics ファイルは、SPSS Text Analytics を使用して分析できるドキュメント (*.doc、*.pdf、*.txt

など) です。

空の行をスキップ (Skip empty lines)
抽出したテキストの内容に含まれる空の行を無視するかどうかを指定します。デフォルトは「いい
え」です。

行区切り文字 (Line separator)
改行を定義する文字列を指定します。デフォルトは改行文字「¥n」です。

SPSS Statistics ファイル・タイプ (SPSS Statistics file type)

SPSS Statistics ファイル (*.sav、*.zsav) は、データ・モデルを含むバイナリー・ファイルです。このファ
イル・タイプについては、「設定」タブでさらに設定を行う必要はありません。

分割可能 2 進形式 ファイル・タイプ (Splittable binary format file type)

ファイル・タイプが分割可能 2 進形式ファイル (*.asbf) であることを指定します。このファイル・タイプ
は、Analytic Server で出力されることがあります。例えば、分析でリスト値を持つフィールドを使用する
必要がある場合などです。このファイル・タイプについては、「設定」タブでさらに設定を行う必要はあり
ません。

シーケンス・ファイル・タイプ (Sequence file type)

シーケンス・ファイル (*.seq) は、Key-Value ペアとして構造化されたテキスト・ファイルです。このファ
イルは、一般に、MapReduce ジョブで中間形式として使用されます。

Excel ファイル・タイプ (Excel file type)

ファイル・タイプが Microsoft Excel ファイル (*.xls、*.xlsx) であることを指定します。詳細については、
12ページの『Excel ファイル・タイプの設定』を参照してください。

区切りファイル・タイプの設定:

区切りファイル・タイプには、以下の設定を指定できます。

文字セットのエンコード (Character set encoding)
ファイルの文字エンコード。「UTF-8」、「ISO-8859-2」、「GB18030」などの Java 文字セット名
を選択または指定します。デフォルトは「UTF-8」です。
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フィールド区切り文字
フィールドの境界を示す 1 つ以上の文字。それぞれの文字は、個別の区切り文字と解釈されま
す。例えば、「コンマ」と「タブ」を選択すると (または「その他」を選択して「,¥t」と入力する
と)、コンマまたはタブがフィールドの境界を示す文字になります。制御文字によってフィールドが
区切られる場合は、制御文字に加えて、ここで指定された文字が、区切り文字として扱われます。
制御文字によってフィールドが区切られない場合のデフォルトは「,」、それ以外の場合のデフォル
トは空の文字列です。

制御文字によるフィールドの区切り (Control characters delimit fields)
LF と CR を除くすべての ASCII 制御文字をフィールド区切り文字として扱うかどうかを設定し
ます。デフォルトは「いいえ」です。

最初の行がフィールド名を含む (First row contains field names)
最初の行をフィールド名の決定に使用するかどうかを設定します。デフォルトは「いいえ」です。

スキップする先頭文字数 (Number of initial characters to skip)
ファイルの先頭でスキップする文字の数。この値は、負でない整数です。デフォルトは 0 です。

空白の結合 (Merge white space)
複数のスペースやタブが連続しているときに、それらを単一のフィールド区切り文字と見なすかど
うかを設定します。スペースもタブもフィールド区切り文字でない場合は無視されます。デフォル
トは「はい」です。

行末コメント文字 (End-of-line comment characters)
行末コメントを示す 1 つ以上の文字。レコード上で、この文字以降のものはすべて無視されま
す。それぞれの文字は、個別のコメント・マーカーと解釈されます。例えば「/*」の場合は、スラ
ッシュまたはアスタリスクのいずれかでコメントが開始すると指定されます。複数の文字からなる
コメント・マーカー (「//」など) を定義することはできません。空文字列の場合は、コメント文字
を定義しないことを示します。定義した場合は、引用符を処理する前、またはスキップする先頭文
字をスキップする前に、コメント文字が検査されます。デフォルトは空文字列です。

不正な文字
無効な文字 (エンコードの文字に対応しないバイト・シーケンス) の処理方法を指定します。空の
文字列を指定すると、無効な文字が破棄されることを示します。空でない文字列 (通常は単一の文
字) を指定すると、無効な文字が文字列の内容に置き換えられることを示します。デフォルトは空
文字列です。

単一引用符
単一引用符 (アポストロフィ) の処理を指定します。デフォルトは「保存」です。

保存 単一引用符が特別な意味を持たず、他の文字と同じように処理されます。

除去 (Drop)
引用符の付いていない単一引用符は削除されます。

ペア (Pair)
単一引用符が引用符文字として処理され、単一引用符のペアの間にある文字が特別な意味
を持ちません (引用符で囲まれていると見なされます)。単一引用符で囲まれた文字列の中
に単一引用符自体を含めることができるかどうかは、設定「二重化によって引用符を引用
符で囲むことができる (Quotes can be quoted by doubling)」によって決定されます。

二重引用符 (Double quotation marks)
二重引用符の処理を指定します。デフォルトは「ペア (Pair)」です。

保存 二重引用符が特別な意味を持たず、他の文字と同じように処理されます。
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除去 (Drop)
引用符の付いていない二重引用符は削除されます。

ペア (Pair)
二重引用符が引用文字として処理され、二重引用符のペアの間にある文字が特別な意味を
持ちません (引用符で囲まれていると見なされます)。二重引用符で囲まれた文字列の中に
二重引用符自体を含めることができるかどうかは、設定「二重化によって引用符を引用符
で囲むことができる (Quotes can be quoted by doubling)」によって決定されます。

二重化によって引用符を引用符で囲むことができる (Quotes can be quoted by doubling)
「ペア (Pair)」に設定したときに、二重引用符で囲んだ文字列内で二重引用符を表現できるかどう
か、および単一引用符で囲んだ文字列内で単一引用符を表現できるかどうかを示します。「はい」
の場合は、二重引用符で囲んだ文字列の内側で二重引用符を 2 個連続して記述するとエスケープ
され、単一引用符で囲んだ文字列の内側で単一引用符を 2 個連続して記述するとエスケープされ
ます。「いいえ」の場合は、二重引用符で囲んだ文字列の内側で二重引用符を使用することはでき
ず、単一引用符で囲んだ文字列の内側で単一引用符を使用することもできません。デフォルトは
「はい」です。

改行をエスケープ可能 (Newlines can be escaped)
パーサーがファイルの読み取り時に文字列「¥n」を改行として解釈するかどうかを示します。改行
がエスケープされない場合は、「¥n」が単純に文字列として読み取られます。改行がエスケープさ
れる場合は、「¥n」が ASCII 改行文字として読み取られ、「¥¥n」が文字列「¥n」として読み取ら
れます。デフォルトは「いいえ」です。

固定長ファイル・タイプの設定:

固定長ファイル・タイプには、以下の設定を指定できます。

文字セットのエンコード (Character set encoding)
ファイルの文字エンコード。「UTF-8」、「ISO-8859-2」、「GB18030」などの Java 文字セット名
を選択または指定します。デフォルトは「UTF-8」です。

不正な文字
無効な文字 (エンコードの文字に対応しないバイト・シーケンス) の処理方法を指定します。空の
文字列を指定すると、無効な文字が破棄されることを示します。空でない文字列 (通常は単一の文
字) を指定すると、無効な文字が文字列の内容に置き換えられることを示します。デフォルトは空
文字列です。

レコード長
レコードの定義方法を示します。「改行区切り (Newline delimited)」の場合は、レコードが改行、
ファイルの先頭、またはファイルの末尾によって定義され (区切られ) ます。「特定の長さ
(Specific length)」の場合は、レコードがバイト単位のレコード長によって定義されます。正の値を
指定してください。

スキップする先頭レコード数 (Initial records to skip)
ファイルの先頭でスキップするレコードの数。負ではない整数を指定します。デフォルト値は 0

です。

フィールド
このセクションはファイル内のフィールドを定義します。「フィールドの追加」をクリックして、
フィールド名、フィールド値が始まる列、およびフィールド値の長さを指定します。ファイル内の
列には 0 から順に番号が付けられています。

10 IBM SPSS Analytic Server バージョン 2: ユーザーズ・ガイド



準構造化ファイル・タイプの設定:

準構造化ファイルの設定は、ファイルの内容をフィールドにマッピングするためのルールで構成されていま
す。

ルール・テーブル (Rules Table)
各ルールは、レコードから情報を抽出して、フィールドを作成します。あわせてルール・テーブル
で、データ・ソース内の各レコードから抽出される可能性があるフィールドをすべて定義します。

テーブル内のルールは、各レコードに順に適用されます。テーブル内のすべてのルールがレコード
に一致する場合は、他のルール・テーブルを使用してそのレコードを処理する必要がなくなり、次
のレコードが処理されます。テーブル内のいずれかのルールが一致しない場合は、テーブル内のそ
れまでのルールによって抽出されたすべてのフィールド値が破棄されます。別のルール・テーブル
がある場合は、そのテーブル内のルールがレコードに適用されます。レコードに一致するテーブル
がない場合は、「不一致 (Mismatch)」のルールが適用されます。

不一致 (Mismatch)
どのルール・テーブルにも一致しないレコードがある場合は、そのレコードを「スキップ」する
か、そのレコード内のすべてのフィールドの値を「欠損」 (NULL) に設定することができます。

ルールのエクスポート (Export Rules)
現在表示されているルールを再利用のために保存することができます。エクスポートされたテーブ
ルはサーバー上に保存されます。

ルールのインポート (Import Rules)
保存したルール・テーブルを、現在表示されているルール・テーブルにインポートすることができ
ます。この操作を行うと、そのテーブルに定義されているすべてのルールが上書きされるため、新
規テーブルを作成してから、ルール・テーブルをインポートすることをお勧めします。

ルール・エディター

ルール・エディターでは、単一のフィールドの抽出ルールを作成できます。

匿名のキャプチャー・グループ (Anonymous capture group)
フィールド・キャプチャー・ルールは、通常、前のルールが停止した位置にあるレコードからデー
タ抽出を開始します。このため、準構造化データ・ソース内の 2 つのフィールドの間に関係のな
い情報がある場合は、次のフィールドが始まる場所にパーサーを配置する匿名のキャプチャー・グ
ループを定義すると便利です。「匿名のキャプチャー・グループ (Anonymous capture group)」を
選択すると、キャプチャー・グループに名前やラベルを付けるためのコントロールが無効になりま
すが、ダイアログの他の部分は通常どおりに機能します。

フィールド名
フィールドの名前を入力します。これは、データ・ソースのメタデータを定義するために使用しま
す。フィールド名は、ルール・テーブル内で固有でなければなりません。

ルール名
オプションで、ルールの説明ラベルを入力します。

説明 オプションで、ルールのより詳しい説明を入力します。

ルールの定義 (Defining a rule)
ルールを定義する方法は 2 つあります。

コントロールを使用して抽出ルールを作成する (Use controls for extraction rules)
この方法を使用すると、抽出ルールを簡単に作成することができます。
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1. フィールド・データの抽出を開始するポイントを指定します。「現在位置 (Current
position)」を選択すると、前のルールが停止した場所から抽出が開始されます。「次の
位置までスキップ (Skip until)」を選択すると、レコードの先頭から開始してテキス
ト・ボックスで指定した文字列に到るまでのすべての文字が無視されます。開始位置に
ある文字をフィールド・データに含める場合は、「含める (Include)」を選択します。

2. 「キャプチャー (Capture)」ドロップダウンからフィールド・キャプチャー・グループ
を選択します。

3. オプションで、フィールド・データの抽出を停止するポイントを選択します。「空白」
を選択すると、空白文字 (スペースやタブなど) が出現したときに抽出が停止され、
「次の文字 (At character(s))」を選択すると、指定した文字列の位置で抽出が停止され
ます。停止位置にある文字をフィールド・データに含める場合は、「含める
(Include)」を選択します。

正規表現ルールを手動で定義する (Manually define regexp rules)
正規表現構文の作成に抵抗がない場合は、この方法を選択します。「正規表現 (Regexp)」
テキスト・ボックスに正規表現を入力します。

フィールド・キャプチャー・グループの追加 (Add Field Capture Group)
これを選択すると、後から使用するために正規表現を保存できます。保存されたキャプチャー・グ
ループは、「キャプチャー (Capture)」ドロップダウンに表示されます。

ルール・エディターには、ルール・テーブル内でこのルールよりも前にあるすべてのルールが適用された後
に、このルールによって最初のレコードから抽出されたデータのプレビューが表示されます。

Excel ファイル・タイプの設定:

Excel ファイルには、以下の設定を指定できます。

ワークシート選択 (Worksheet selection)
データ・ソースとして使用する Excel ワークシートを選択します。数値インデックス (最初のワー
クシートのインデックスは 0)、またはワークシート名を指定します。デフォルトでは最初のワーク
シートが使用されます。

インポートするデータ範囲の選択 (Data range selection for import)
最初の非ブランク行からデータのインポートを開始するか、明示的なセル範囲を指定してデータを
インポートすることができます。

v 「範囲の始点は最初の非ブランク行」。最初の非ブランク・セルを特定し、これをデータ範囲の
左上隅として使用します。

v 別の方法として、明示的なセル範囲を行および列で指定することもできます。例えば、Excel 範
囲 A1:D5 を指定するには、最初のフィールドに「A1」と入力し、2 番目のフィールドに「D5」
(または「R1C1」、「R5C4」) と入力します。指定した範囲のすべての行 (ブランク行を含む)

が返されます。

最初の行がフィールド名を含む (First row contains field names)
選択したセル範囲の最初の行にフィールド名を含めるかどうかを指定します。デフォルトは「いい
え」です。

ブランク行の後に読み取りを停止 (Stop reading after encountering blank rows)
複数のブランク行が出現した後に、レコードの読み取りを停止するか、またはワークシートの末尾
まですべてのデータ (ブランク行を含む) の読み取りを継続するかを指定します。デフォルトは
「いいえ」です。
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形式
「形式」タブでは、解析されたフィールドのフォーマット設定情報を定義できます。

フィールド変換設定 (Field Conversion Settings)

空白の切り取り (Trim white space)
文字列フィールドの先頭および/または末尾から空白文字を削除します。デフォルトは「いいえ」で
す。以下の値がサポートされています。

なし 空白文字を除去しません。

左 文字列の先頭から空白文字を除去します

右 文字列の末尾から空白文字を除去します

両方 文字列の先頭と末尾から空白文字を除去します。

ロケール
ロケールを定義します。デフォルトはサーバー・ロケールです。ロケール文字列は、
<language>[_country[_variant]] の形式で指定する必要があります。ここで、

language
ISO-639 で定義された、小文字 2 文字の有効なコードです。

country
ISO-3166 で定義された、大文字 2 文字の有効なコードです。

variant
ベンダーまたはブラウザー固有のコード。

小数点 (Decimal separator)
小数符号として使用する文字を設定します。デフォルトはロケール固有の設定です。

グループ化記号
桁区切り文字に使用されるロケール固有の文字を使用するかどうかを設定します。

デフォルトの日付形式 (Default date format)
デフォルトの日付形式を定義します。Unicode Locale Data Markup Language (LDML) 仕様で定義
されたすべての形式パターンがサポートされています。

デフォルトの時刻形式 (Default time format)
デフォルトの時刻形式を定義します。

デフォルトのタイム・スタンプ (Default timestamp)
デフォルトのタイム・スタンプ形式を定義します。

デフォルトのタイム・ゾーン (Default time zone)
タイム・ゾーンを設定します。デフォルトは UTC です。この設定は、タイム・ゾーンが明示的に
指定されていない時刻フィールドとタイム・スタンプ・フィールドに適用されます。

フィールドのオーバーライド (Field Overrides)

このセクションでは、個別のフィールドにフォーマット設定に関する指示を割り当てることができます。デ
ータ・モデルからフィールドを選択するか、フィールド名を入力して、「追加」をクリックすると、個別の
指示を割り当てるフィールドのリストに、そのフィールドが追加されます。フィールドをリストから削除す
るには、「削除」をクリックします。リストで選択したフィールドに対して、以下のフィールド・プロパテ
ィーを設定できます。
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ストレージ (Storage)
フィールドのストレージを設定します。

小数点 (Decimal separator)
実ストレージを持つフィールドに対して、小数符号として使用する文字を設定します。デフォルト
はロケール固有の設定です。

グループ化記号
整数ストレージまたは実ストレージを持つフィールドに対して、桁区切り文字として使用されるロ
ケール固有の文字を使用するかどうかを設定します。

形式 日付、時刻、またはタイム・スタンプの各ストレージを持つフィールドに対して、形式を設定しま
す。形式はドロップダウン・リストから選択します。

「フィールド順序 (Field Order)」タブ
区切りファイル・タイプ、および Excel ファイル・タイプについては、「フィールド順序 (Field Order)」
タブで、ファイルのフィールドの解析順序を定義できます。1 つのデータ・ソース内に複数のファイルがあ
る場合は、これが重要になります。フィールドの実際の順序は、ファイル間で異なっている場合があります
が、整合性の取れたデータ・モデルを作成するには、フィールドの解析順序を同じにしておく必要があるか
らです。

固定長ファイル・タイプ、および準構造化ファイル・タイプについては、この順序が「設定」タブで定義さ
れます。

データ・ソース内のファイルが 1 つだけの場合、またはすべてのファイルでフィールドの順序が同じであ
る場合は、デフォルトの「フィールド順序がデータ・モデルと一致 (Field order matches data model)」を
使用できます。データ・ソース内に複数のファイルがあり、ファイル内のフィールドの順序が一致しない場
合は、ファイルを解析するための「特定のフィールド順序 (Specific field order)」を定義します。

1. 順序リストにフィールドを追加するには、フィールド名を入力するか、データ・モデルによって提供さ
れるリストからフィールドを選択します。「すべて追加 (Add all)」をクリックすると、データ・モデ
ル内のすべてのフィールドを一度に追加できます。フィールド名は順序リストに一度だけ追加されま
す。

2. 矢印ボタンを使用して、フィールドを目的の順序に並べ替えます。

「特定のフィールド順序 (Specific field order)」を使用する場合、リストに追加されていないフィールド
は、このファイルの結果セットに含まれません。データ・モデルに存在するフィールドのうち、このダイア
ログでリストされていないフィールドがある場合、結果セットではその値が NULL になります。

「フォルダー」タブ
フォルダーに対してパーサー設定を指定するときに、「フォルダー」タブを使用すると、フォルダー内のど
のファイルをデータ・ソースに含めるかを選択できます。

選択したフォルダーのすべてのファイルを突き合わせる (Match all files in the selected folder)
データ・ソースに、フォルダーの最上位レベルにあるすべてのファイルを含めます。サブフォルダ
ー内のファイルは含まれません。

正規表現を使用してファイルを突き合わせる (Match files using a regular expression)
データ・ソースに、フォルダーの最上位レベルにあるファイルのうち、指定した正規表現に一致す
るものをすべて含めます。サブフォルダー内のファイルは含まれません。
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UNIX ワイルドカード文字式を使用してファイルを突き合わせる (再帰的処理の可能性あり) (Match files
using a Unix globbing expression (potentially recursive))

データ・ソースに、指定した UNIX ワイルドカード文字式に一致するすべてのファイルを含めま
す。選択したフォルダーのサブフォルダー内のファイルも式に含まれる場合があります。

HCatalog のフィールドのマッピング (HCatalog Field Mappings)
HCatalog スキーマ

指定した表の構造を表示します。HCatalog では、高度に構造化したデータ・セットをサポートでき
ます。そのようなデータに対して Analytic Server データ・ソースを定義するには、構造をフラッ
トにして単純な行と列にする必要があります。スキーマの要素を選択して移動ボタンをクリックす
ると、その要素を分析のためにフィールドにマップすることができます。

ツリー・ノードのすべてをマップできるわけではありません。例えば、複合タイプの配列またはマ
ップは「親」と見なされるため、直接的にマップできません。HCatalog の配列またはマップ内の単
純要素を、1 つずつ個別に追加する必要があります。そのようなノードは、ツリー内でラベルの末
尾が ...:array:struct または ...:map:struct であることから識別できます。

以下に例を示します。

v 整数の配列の場合は、配列内の値 (bigintarray[45]) にフィールドを割り当てることはできます
が、配列自体 (bigintarray) にフィールドを割り当てることはできません。

v マップの場合は、マップ内の値 (datamap["key"]) にフィールドを割り当てることはできますが、
マップ自体 (datamap) にフィールドを割り当てることはできません。

v 整数の配列が配列になっている場合は、値 (bigintarrayarray[45][2]) にフィールドを割り当てるこ
とはできますが、配列自体 (bigintarrayarray[45]) にフィールドを割り当てることはできません。

このため、配列またはマップの要素にフィールドを割り当てるときは、その要素の定義にインデ
ックスまたはキーが含まれている必要があります (bigintarray[index] または bigintmap["key"]) 。

フィールド・マッピング (Field Mappings)

HCatalog の要素 (HCatalog Element)
編集するにはセルをダブルクリックします。HCatalog の要素が配列またはマップである場
合は、セルを編集する必要があります。配列の場合は、フィールドにマップする配列のメ
ンバーに対応する整数を指定します。マップの場合は、フィールドにマップするキーに対
応する文字列を引用符で囲んで指定します。

マッピング・フィールド (Mapping Field)
Analytic Server データ・ソースに表示されるフィールド。編集するにはセルをダブルクリ
ックします。「マッピング・フィールド (Mapping Field)」列では重複した値は許可され
ず、エラーとなります。

ストレージ (Storage)
フィールドのストレージ。ストレージは HCatalog から取得され、編集できません。

注: 「プレビューとメタデータ (Preview and Metadata)」をクリックして HCatalog デー
タ・ソースをファイナライズする場合、編集オプションはありません。

生データ (Raw Data)
HCatalog に格納された状態のレコードが表示されます。これは、HCatalog スキーマをフィールド
にマップする方法を決定するときに役立ちます。
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注: 「HCatalog の選択 (HCatalog Selections)」で指定されたフィルター処理が、生データの表示に
適用されます。

HCatalog データ・ソースの有効化
Analytic Server では HCatalog データ・ソースがサポートされています。このセクションでは、基盤となる
さまざまな NoSQL データベースを有効化する方法について説明します。

Apache Accumulo
Analytic Server は、Apache Accumulo 内に基となる内容がある HCatalog データ・ソースをサポートして
います。

分散 Key-Value ストアである Apache Accumulo は、Google の BigTable 設計を基盤とするデータの保存
および取得システムで、Apache Hadoop、Zookeeper、および Thrift 上に構築されます。Apache Accumulo

の特徴は、BigTable 設計に、いくつかの斬新な改善を加えている点です。具体的には、セル・ベースのア
クセス制御や、サーバー・サイド・プログラミング・メカニズムにより、データ管理プロセスのさまざまな
ポイントで Key-Value ペアを変更できるようになっています。

Hive 内に Apache Accumulo の外部表を作成するには、以下の構文を使用します。

set accumulo.instance.id=<instance_name>;
set accumulo.user.name=<user_name>;
set accumulo.user.pass=<user_password>;
set accumulo.zookeepers=<zookeeper_host_port>;

CREATE EXTERNAL TABLE <hive_table_name>(<table_column_specifications>)
STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.AccumuloStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES (
’accumulo.columns.mapping’ = ’<family_and_qualifier_mappings>’,
’accumulo.table.name’ = ’<Accumulo_table_name>’)
TBLPROPERTIES (

"accumulo.instance.id"="<instance_name>",
"accumulo.zookeepers"="<zookeeper_host_port>"

);

以下に例を示します。

set accumulo.instance.id=<id>;
set accumulo.user.name=admin;
set accumulo.user.pass=test;
set accumulo.zookeepers=<host>:<port>;

CREATE EXTERNAL TABLE acc_drug1n(rowid STRING,age STRING,sex STRING,bp STRING,
cholesterol STRING,na STRING,k STRING,drug STRING)

STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.AccumuloStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES (
’accumulo.columns.mapping’ = ’rowID,drug|age,drug|sex,drug|bp,drug|cholesterol,

drug|na,drug|k,drug|drug’,
’accumulo.table.name’ = ’drug1n’)
TBLPROPERTIES (

"accumulo.instance.id"="<id>",
"accumulo.zookeepers"="<host>:<port>"

);

注: 指定された Accumulo 表の Accumulo ユーザー名およびパスワードは、認証済み Analytic Server ユー
ザーのユーザー名およびパスワードと一致している必要があります。

Apache Cassandra
Analytic Server は、Apache Cassandra 内に基となる内容がある HCatalog データ・ソースをサポートして
います。
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Cassandra は、構造化された Key-Value ストアを提供します。キーは複数の値にマップされ、それが列ファ
ミリーにグループ化されます。列ファミリーはデータベースの作成時に固定されますが、ファミリーへはい
つでも列を追加できます。さらに、列は指定されたキーにのみ追加されるため、特定のファミリー内でキー
によって列の数が異なる場合があります。各キーの列ファミリーの値は、一緒に保管されます。

Cassandra 表を定義する方法は 2 つあります。従来の Cassandra コマンド行インターフェース
(cassandra-cli) を使用する方法と、新しい CQL シェル (csqlsh) を使用する方法です。

Apache Cassandra の外部表が従来の CLI を使用して作成されている場合に、Hive 内にその表を作成する
には、以下の構文を使用します。

CREATE EXTERNAL TABLE <hive_table_name> (<column specifications>)
STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.CassandraStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES("cassandra.cf.name" = "<cassandra_column_family>",
"cassandra.host"="<cassandra_host>","cassandra.port" = "<cassandra_port>")
TBLPROPERTIES ("cassandra.ks.name" = "<cassandra_keyspace>");

例えば、CLI による表定義が以下のようになっているとします。

create keyspace test
with placement_strategy = ’org.apache.cassandra.locator.SimpleStrategy’
and strategy_options = [{replication_factor:1}];

create column family users with comparator = UTF8Type;

update column family users with
column_metadata =
[
{column_name: first, validation_class: UTF8Type},
{column_name: last, validation_class: UTF8Type},
{column_name: age, validation_class: UTF8Type, index_type: KEYS}
];

assume users keys as utf8;

set users[’jsmith’][’first’] = ’John’;
set users[’jsmith’][’last’] = ’Smith’;
set users[’jsmith’][’age’] = ’38’;
set users[’jdoe’][’first’] = ’John’;
set users[’jdoe’][’last’] = ’Dow’;
set users[’jdoe’][’age’] = ’42’;

get users[’jdoe’];

この場合、Hive 表の DDL は以下のようになります。

CREATE EXTERNAL TABLE cassandra_users (key string, first string, last string, age string)
STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.CassandraStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES("cassandra.cf.name" = "users",
"cassandra.host"="<cassandra_host>","cassandra.port" = "9160")
TBLPROPERTIES ("cassandra.ks.name" = "test");

Apache Cassandra の外部表が CQL を使用して作成されている場合に、Hive 内にその表を作成するには、
以下の構文を使用します。

CREATE EXTERNAL TABLE <hive_table_name> (<column specifications>)
STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.CassandraCqlStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES("cassandra.cf.name" = "<cassandra_column_family>",
"cassandra.host"="<cassandra_host>","cassandra.port" = "<cassandra_port>")
TBLPROPERTIES ("cassandra.ks.name" = "<cassandra_keyspace>");

例えば、CQL3 による表定義が以下のようになっているとします。
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CREATE KEYSPACE TEST WITH REPLICATION = { ’class’ : ’SimpleStrategy’, ’replication_factor’ : 2 };
USE TEST;

CREATE TABLE bankloan_10(
row int,
age int,
ed int,
employ int,
address int,
income int,
debtinc double,
creddebt double,
othdebt double,
default int,
PRIMARY KEY(row)

);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (1,41,3,17,12,176,9.3,11.359392,5.008608,1);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (2,27,1,10,6,31,17.3,1.362202,4.000798,0);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (3,40,1,15,14,55,5.5,0.856075,2.168925,0);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (4,41,1,15,14,120,2.9,2.65872,0.82128,0);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (5,24,2,2,0,28,17.3,1.787436,3.056564,1);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (6,41,2,5,5,25,10.2,0.3927,2.1573,0);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (7,39,1,20,9,67,30.6,3.833874,16.668126,0);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (8,43,1,12,11,38,3.6,0.128592,1.239408,0);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (9,24,1,3,4,19,24.4,1.358348,3.277652,1);

INSERT INTO bankloan_10 (row, age,ed,employ,address,income,debtinc,creddebt,othdebt,default)
VALUES (10,36,1,0,13,25,19.7,2.7777,2.1473,0);

この場合、Hive 表の DDL は以下のようになります。

CREATE EXTERNAL TABLE cassandra_bankloan_10 (row int, age int,ed int,employ int,address int,
income int,debtinc double,creddebt double,othdebt double,default int)

STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.CassandraCqlStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES("cassandra.cf.name" = "bankloan_10","cassandra.host"="<cassandra_host>",

"cassandra.port" = "9160")
TBLPROPERTIES ("cassandra.ks.name" = "test");

Apache HBase
Analytic Server は、Apache HBase 内に基となる内容がある HCatalog データ・ソースをサポートしていま
す。

Apache HBase は、Hadoop および HDFS 上に構築される、オープン・ソースの、分散型でバージョン管理
された列指向ストアです。

Hive 内に HBase の外部表を作成するには、以下の構文を使用します。

CREATE EXTERNAL TABLE <tablename>(<table_column_specifications>)
STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.HBaseStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES ("hbase.columns.mapping" = "<column_mapping_spec>")
TBLPROPERTIES("hbase.table.name" = "<hbase_table_name>")

以下に例を示します。
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CREATE EXTERNAL TABLE hbase_drug1n(rowid STRING,age STRING,sex STRING,bp STRING,
cholesterol STRING,na STRING,k STRING,drug STRING)

STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.HBaseStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES ("hbase.columns.mapping" = ":key,drug:age,drug:sex,drug:bp,

drug:cholesterol,drug:na,drug:k,drug:drug")
TBLPROPERTIES("hbase.table.name" = "drug1n");

注: HBase 表の作成方法については、Apache HBase Reference Guide (http://hbase.apache.org/book.html) を
参照してください。

注: データベースには、データベースのタイプを示す名前を付けることをお勧めします。例えば、HBase デ
ータベースであることを示すために HB_drug1n、Accumulo データベースであることを示すために
ACC_drug1n という名前をデータベースに付けることなどが考えられます。これは、Analytic Server コンソ
ールで HCatalog ファイルを選択するときに役立ちます。

MongoDB
Analytic Server は、MongoDB 内に基となる内容がある HCatalog データ・ソースをサポートしています。

MongoDB は、オープン・ソースのドキュメント・データベースで、C++ で記述された主要な NoSQL デ
ータベースです。このデータベースは、動的スキーマを使用して JSON スタイルのドキュメントを保管し
ます。

Hive 内に MongoDB の外部表を作成するには、以下の構文を使用します。

create external table <hive_table_name>(<column specifications>)
stored by "com.ibm.spss.hcatalog.MongoDBStorageHandler"
with serdeproperties ( "mongo.column.mapping" = "<MongoDB to Hive mapping>" )
tblproperties ( "mongo.uri" = "’mongodb://<host>:<port>/<database>.<collection>" );

以下に例を示します。

create external table mongo_bankloan(age bigint,ed bigint,employ bigint, address bigint,income bigint,
debtinc double, creddebt double,othdebt double,default bigint)

STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.MongoDBStorageHandler’
with serdeproperties ( ’mongo.column.mapping’ = ’{"age":"age","ed":"ed","employ":"employ","address":"address",

"income":"income","debtinc":"debtinc","creddebt":"creddebt","othdebt":"othdebt","default":"default"}’ )
tblproperties (’mongo.uri’=’mongodb://9.48.11.162:27017/test.bankloan’);

Oracle NoSQL
Analytic Server は、Oracle NoSQL 内に基となる内容がある HCatalog データ・ソースをサポートしていま
す。

Oracle NoSQL Database は、分散 Key-Value 型データベースです。データは Key-Value ペアとして格納さ
れ、これらのペアは、主キーのハッシュ値に基づいて特定のストレージ・ノードに書き込まれます。ストレ
ージ・ノードは、可用性を高めるために複製されます。利用者アプリケーションは、データを読み書きする
ために、Java/C API を使用して記述されます。

SerDe および表のパラメーター

Oracle NoSQL ストレージ・ハンドラーがサポートするパラメーターは以下のとおりです。

SERDEPROPERTIES パラメーター

kv.major.keys.mapping
大分類キーのコンマ区切りリスト。必須

kv.minor.keys.mapping
小分類キーのコンマ区切りリスト。オプション
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kv.parent.key
クエリーによって返される「子」Key-Value ペアの親キーを指定します。大分類キーのパ
スは部分パス、小分類キーのパスは空でなければなりません。オプションです。

kv.avro.json.key
Avro スキーマで定義された値を保持するために使用する小分類キーの名前。小分類キーが
定義されていない場合 (定義されていない場合がほとんどです) は、「value」がデフォル
トになります。このパラメーターが定義されていない場合は、値が JSON 文字列として返
されます。オプションです。

kv.avro.json.keys.mapping.column
大分類/小分類の Key-Value ペアに対する Hive 列の名前を定義します。Hive 列は
map<string,string> タイプでなければなりません。オプションです。

TABLEPROPERTIES パラメーター

kv.host.port
Oracle NoSQL データベースの IP アドレスとポート番号。必須

kv.name
Oracle NoSQL Key-Value ストアの名前。必須です。

例: 単純な Avro スキーマ

データ・レイアウトは、Apache Avro シリアライゼーション・フレームワークを使用してモデル化されま
す。この手法に従うために、以下の例のような Avro スキーマを作成します。

{"type":"record",
"name":"DrugSchema",
"namespace":"avro",
"fields":[

{"name":"id","type":"string","default":""},
{"name":"age","type":"string","default":""},
{"name":"sex","type":"string","default":""},
{"name":"bp","type":"string","default":""},
{"name":"drug","type":"string","default":""}

]}

このスキーマを Oracle NoSQL Database に登録する必要があります。設定するデータには、以下のように
スキーマへの参照が含まれている必要があります。

put -key /drugstore_avro/1 -value
"{¥"id¥":¥"1¥",¥"age¥":¥"23¥",¥"sex¥":¥"F¥",¥"bp¥":¥"HIGH¥",¥"drug¥":¥"drugY¥"}"
-json avro.DrugSchema

put -key /drugstore_avro/2 -value
"{¥"id¥":¥"2¥",¥"age¥":¥"47¥",¥"sex¥":¥"M¥",¥"bp¥":¥"LOW¥",¥"drug¥":¥"drugC¥"}"
-json avro.DrugSchema

put -key /drugstore_avro/3 -value
"{¥"id¥":¥"3¥",¥"age¥":¥"47¥",¥"sex¥":¥"M¥",¥"bp¥":¥"LOW¥",¥"drug¥":¥"drugC¥"}"
-json avro.DrugSchema

put -key /drugstore_avro/4 -value
"{¥"id¥":¥"4¥",¥"age¥":¥"28¥",¥"sex¥":¥"F¥",¥"bp¥":¥"NORMAL¥",¥"drug¥":¥"drugX¥"}"
-json avro.DrugSchema

put -key /drugstore_avro/5 -value
"{¥"id¥":¥"5¥",¥"age¥":¥"61¥",¥"sex¥":¥"F¥",¥"bp¥":¥"LOW¥",¥"drug¥":¥"drugY¥"}"
-json avro.DrugSchema

このデータを Hive で公開するには、外部表を作成し、SERDEPROPERTIES セクションで追加のプロパテ
ィー kv.avro.json.key を指定します。このプロパティーの値は、小分類キーの名前にするか、小分類キー
が定義されていない場合は定義済みの名前 value にする必要があります。
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CREATE EXTERNAL TABLE oracle_json(id string, age string, sex string, bp string, drug string)
STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.OracleKVStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES ("kv.major.keys.mapping" = "drugstore_avro,keyid",

"kv.parent.key"="/drugstore_avro","kv.avro.json.key" = "value")
TBLPROPERTIES ("kv.host.port" = "<hostname>:5000", "kv.name" = "kvstore");

select * from oracle_json を実行すると、以下のような結果が得られます。

select * from oracle_json;

1 23 F HIGH drugY
5 61 F LOW drugY
3 47 M LOW drugC
2 47 M LOW drugC
4 28 F NORMAL drugX

oracle_json 表を Analytic Server コンソールで使用して、Oracle NoSQL データ・ソースを作成することが
できます。

例: 複雑なキー

次は、以下のような Avro スキーマを考えてみましょう。

{ "type": "record",
"name": "DrugSchema",
"namespace":"avro",
"fields": [

{"name": "age", "type": "string", "default": ""}, // age
{"name": "bp", "type":"string","default":""}, // blood pressure
{"name": "drug", "type": "int", "default": ""}, // drug administered

]}

また、キーが以下のようにモデル化されているとします。

/u/<sex (M/F)>/<patient ID>

以下のコマンドを使用して、データ・ストアにデータを取り込みます。

put -key /u/F/1 -value
"{¥"age¥":¥"23¥",¥"bp¥":¥"HIGH¥",¥"drug¥":¥"drugY¥"}" -json avro.DrugSchema

put -key /u/M/2 -value
"{¥"age¥":¥"47¥",¥"bp¥":¥"LOW¥",¥"drug¥":¥"drugC¥"}" -json avro.DrugSchema

put -key /u/M/3 -value
"{¥"age¥":¥"47¥",¥"bp¥":¥"LOW¥",¥"drug¥":¥"drugC¥"}" -json avro.DrugSchema

put -key /u/F/4 -value
"{¥"age¥":¥"28¥",¥"bp¥":¥"NORMAL¥",¥"drug¥":¥"drugX¥"}" -json avro.DrugSchema

put -key /u/F/5 -value
"{¥"age¥":¥"61¥",¥"bp¥":¥"LOW¥",¥"drug¥":¥"drugY¥"}" -json avro.DrugSchema

大分類キーから性別とユーザー ID に関する情報を保存するには、追加の SERDEPROPERTIES パラメー
ター kv.avro.json.keys.mapping.column を使用して表を作成する必要があります。このパラメーターの値
は、タイプが map<string,string> の Hive 列の名前にする必要があります。マップ内のキーは、
kv.*.keys.mapping プロパティーで指定されたレコード・キーの名前になり、値は実際のキー値になりま
す。表作成 DDL は以下のとおりです。

CREATE EXTERNAL TABLE oracle_user(keys map<string,string>, age string, bp string, drug string)
STORED BY ’com.ibm.spss.hcatalog.OracleKVStorageHandler’
WITH SERDEPROPERTIES ("kv.major.keys.mapping" = "DrugSchema,sex,patientid",

"kv.parent.key" = "/u",
"kv.avro.json.key" = "value",
"kv.avro.json.keys.mapping.column" = "keys")

TBLPROPERTIES ("kv.host.port" = "<hostname>:5000", "kv.name" = "kvstore");

select * from oracle_user を実行すると、以下のような結果が得られます。
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select * from
oracle_user; {"user":"u","gender":"m"," userid":"125"} joe smith 77 13

{"user":"u","gender":"m"," userid":"129"} jeff smith 67 27
{"user":"u","gender":"m"," userid":"127"} jim smith 78 11
{"user":"u","gender":"f"," userid":"131"} jen schmitt 70 20
{"user":"u","gender":"m"," userid":"130"} jed schmidt 60 31
{"user":"u","gender":"f"," userid":"128"} jan smythe 79 10
{"user":"u","gender":"f"," userid":"126"} jess smith 76 12

oracle_user 表を Analytic Server コンソールで使用して、Oracle NoSQL データ・ソースを作成することが
できます。性別と患者 ID の各キーと、Avro スキーマの列名を使用して、データ・ソースの対応するフィ
ールドを定義できます。

範囲のスキャン

Analytic Server では、大分類キーの親プレフィックスに基づく範囲のスキャンがサポートされています。
また、親キーの下にある範囲をさらに制限するために、サブ範囲もサポートされています。

親キーは、返される「子」Key-Value ペアのプレフィックスを指定します。プレフィックスが空の場合は、
ストア内のすべてのキーがフェッチされます。プレフィックスが空でない場合は、大分類キーのパスを部分
パスに、小分類キーのパスを空にする必要があります。親キーは、
com.ibm.spss.ae.hcatalog.range.parent データ・ソース属性として保管されます。

サブ範囲は、親キーの下にある範囲をさらに制限して、サブ範囲内の大分類パス・コンポーネントまで絞り
込みます。サブ範囲の開始キーは、com.ibm.spss.ae.hcatalog.range.start として保管され、サブ範囲の
終了キーは、com.ibm.spss.ae.hcatalog.range.end として保管されます。開始キーは、辞書順で、終了キ
ー以下にする必要があります。サブ範囲のパラメーターはオプションです。

XML データ・ソース
Analytic Server では、HCatalog を通じて XML データがサポートされています。

例
1. Hive データ定義言語 (DDL) を通じて、以下のルールに従って、XML スキーマを Hive データ型にマ
ップします。

CREATE [EXTERNAL] TABLE <table_name> (<column_specifications>)
ROW FORMAT SERDE "com.ibm.spss.hive.serde2.xml.XmlSerDe"
WITH SERDEPROPERTIES (

["xml.processor.class"="<xml_processor_class_name>",]
"column.xpath.<column_name>"="<xpath_query>",
...
["xml.map.specification.<element_name>"="<map_specification>"
...
]

)
STORED AS

INPUTFORMAT "com.ibm.spss.hive.serde2.xml.XmlInputFormat"
OUTPUTFORMAT "org.apache.hadoop.hive.ql.io.IgnoreKeyTextOutputFormat"

[LOCATION "<data_location>"]
TBLPROPERTIES (

"xmlinput.start"="<start_tag ",
"xmlinput.end"="<end_tag>"

);

注: XML ファイルが Bz2 圧縮を使用して圧縮されている場合は、INPUTFORMAT を
com.ibm.spss.hive.serde2.xml.SplittableXmlInputFormat に設定する必要があります。CMX 圧縮を
使用して圧縮されている場合は、com.ibm.spss.hive.serde2.xml.CmxXmlInputFormat に設定する必要が
あります。
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例えば、以下の XML があるとします。

<records>
<record customer_id="0000-JTALA">

<demographics>
<gender>F</gender>
<agecat>1</agecat>
<edcat>1</edcat>
<jobcat>2</jobcat>
<empcat>2</empcat>
<retire>0</retire>
<jobsat>1</jobsat>
<marital>1</marital>
<spousedcat>1</spousedcat>
<residecat>4</residecat>
<homeown>0</homeown>
<hometype>2</hometype>
<addresscat>2</addresscat>

</demographics>
<financial>

<income>18</income>
<creddebt>1.003392</creddebt>
<othdebt>2.740608</othdebt>
<default>0</default>

</financial>
</record>

</records>

これは、以下の Hive DDL で表されます。

CREATE TABLE xml_bank(customer_id STRING, demographics map<string,string>, financial map<string,string>)
ROW FORMAT SERDE ’com.ibm.spss.hive.serde2.xml.XmlSerDe’
WITH SERDEPROPERTIES (

"column.xpath.customer_id"="/record/@customer_id",
"column.xpath.demographics"="/record/demographics/*",
"column.xpath.financial"="/record/financial/*"

)
STORED AS

INPUTFORMAT ’com.ibm.spss.hive.serde2.xml.XmlInputFormat’
OUTPUTFORMAT ’org.apache.hadoop.hive.ql.io.IgnoreKeyTextOutputFormat’

TBLPROPERTIES (
"xmlinput.start"="<record customer",
"xmlinput.end"="</record>"

);

詳細については、『XML から Hive のデータ型へのマッピング』を参照してください。

2. Analytic Server コンソールで、HCatalog 内容タイプを使用して、Analytic Server データ・ソースを作成
します。

制限
v 現在サポートされているのは XPath 1.0 仕様だけです。

v Hive フィールド名の処理時には、要素および属性の修飾名のローカル部分が使用されます。名前空間プ
レフィックスは無視されます。

XML から Hive のデータ型へのマッピング: XML でモデル化されたデータを Hive のデータ型に変換す
るための規則を以下に示します。

構造

XML 要素を Hive の構造タイプに直接マップして、すべての属性をデータ・メンバーにすることができま
す。要素の内容は、プリミティブ型または複合型の追加のメンバーになります。
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XML データ
<result name="ID_DATUM">03.06.2009</result>

Hive DDL および生データ
struct<name:string,result:string>

{"name":"ID_DATUM", "result":"0.3.06.2009"}

配列

一連の XML 要素は、Hive のプリミティブ型または複合型の配列として表現できます。以下の例は、XML

の <result> 要素の内容を使用して、文字列の配列を定義する方法を示しています。

XML データ
<result>03.06.2009</result>
<result>03.06.2010</result>
<result>03.06.2011</result>

Hive DDL および生データ
result array<string>

{"result":["03.06.2009","03.06.2010",...]}

マップ

XML スキーマでは、マップがネイティブ・サポートされていません。XML でマップをモデル化するため
の一般的な方法は 3 つあります。各方法に対応するために、以下の構文を使用します。

"xml.map.specification.<element_name>"="<key>-><value>"

各部の意味は、次のとおりです。

element_name
マップ項目と見なされる XML 要素の名前

key マップ項目キーの XML ノード

value マップ項目値の XML ノード

Hive の表作成 DDL では、特定の XML 要素のマップ仕様を、SERDEPROPERTIES セクションで定義す
る必要があります。キーおよび値は、以下の構文を使用して定義できます。

@attribute
@attribute を指定すると、属性の値をマップのキーまたは値として使用できます。

element
要素名をキーまたは値として使用できます。

#content
要素の内容をキーまたは値として使用できます。マップ・キーに使用できるのはプリミティブ型の
みであるため、複合型の内容は文字列に変換されます。

XML でマップを表現するための方法、および対応する Hive DDL と生データを、以下に示します。

要素名から内容
要素の名前がキーとして使用され、内容が値として使用されます。これは一般的に使用される手法
の 1 つであり、XML を Hive のマップ・タイプに関連付けるときにデフォルトで使用されます。
この手法では、マップ・キーに指定できるのは文字列型だけであるという制限があることが明らか
です。
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XML データ
<entry1>value1</entry1>
<entry2>value2</entry2>
<entry3>value3</entry3>

マッピング、Hive DDL、および生データ

この場合は、デフォルトで要素名がキーとして使用され、内容が値として使用されるた
め、マッピングを指定する必要はありません。

result map<string,string>

{"result":{"entry1": "value1", "entry2": "value2", "entry3": "value3"}}

属性から要素の内容
属性値をキーとして使用し、要素の内容を値として使用します。

XML データ
<entry name=”key1”>value1</entry>
<entry name=”key2”>value2</entry>
<entry name=”key3”>value3</entry>

マッピング、Hive DDL、および生データ
"xml.map.specification.entry"="@name->#content"

result map<string,string>

{"result":{"key1": "value1", "key2": "value2", "key3": "value3"}}

属性から属性

XML データ
<entry name=”key1” value=”value1”/>
<entry name=”key2” value=”value2”/>
<entry name=”key3” value=”value3”/>

マッピング、Hive DDL、および生データ
"xml.map.specification.entry"="@name->@value"

result map<string,string>

{"result":{"key1": "value1", "key2": "value2", "key3": "value3"}}

複合型の内容

プリミティブ型として使用される複合型の内容は、<string> というルート要素を追加することによって、有
効な XML に変換されます。以下の XML を考えてみましょう。

<dataset>
<value>10</value>
<value>20</value>
<value>30</value>
</dataset>

XPath 式 /dataset/* を実行すると、いくつかの <value> XML ノードが返されます。ターゲット・フィール
ドがプリミティブ型である場合、実装環境によってクエリー結果に <string> ルート・ノードが追加され、
有効な XML に変換されます。

<string>
<value>10</value>
<value>20</value>
<value>30</value>
</string>

注: クエリー結果が単一の XML 要素である場合は、実装環境によってルート要素 <string> が追加される
ことはありません。
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テキストの内容

XML 要素の内容が空白のみのテキストである場合、その内容は無視されます。

プレビューとメタデータ (Preview and Metadata) (データ・ソース)
「プレビューとメタデータ (Preview and Metadata)」をクリックすると、データ・ソースのレコードのサ
ンプルとデータ・モデルが表示されます。ここでは、基本的なメタデータ情報を確認できます。

プレビュー
「プレビュー」タブには、レコードの小規模なサンプルと、それらのフィールド値が表示されま
す。

編集

「編集」タブには、基本的なフィールドのメタデータが表示されます。データ・ソースの内容タイ
プがファイルの場合は、レコードの小規模なサンプルからデータ・モデルが生成され、このタブで
フィールドのメタデータを手動で編集できます。データ・ソースの内容タイプが HCatalog の場合
は、HCatalog のフィールド・マッピングに基づいてデータ・モデルが生成され、このタブでフィー
ルド・ストレージを編集することができません。

フィールド
フィールド名をダブルクリックして編集します。

測定 (Measurement)
指定されたフィールド内のデータの特性を示す測定の尺度です。

役割 (Role)
フィールドが、マシン学習プロセスの入力 (予測フィールド) と対象 (予測済みフィール
ド) のどちらであるかを、モデル作成ノードに示すために使用されます。使用可能な役割
には、「データ区分 (Partition)」の他に、「両方」および「なし」もあります。「データ区
分 (Partition)」は、レコードを、学習、テスト、および検証用の個別のサンプルに区分けす
るために使用されるフィールドを示します。値「分割 (Split)」は、フィールドに入力され
る可能性のある値ごとに、個別のモデルが作成されるように指定します。「頻度」は、フ
ィールド値が各レコードの頻度の重みとして使用されるように指定します。「レコード
ID」は、出力内でレコードを特定するために使用されます。

ストレージ (Storage)
ストレージは、データをフィールドに保管する方法を示します。例えば、値 1 および 0

を含むフィールドには、整数データが保管されます。これは、測定の尺度とは異なりま
す。測定の尺度は、データの使用法を示すもので、ストレージには影響しません。例え
ば、値 1 および 0 を含む整数フィールドの測定の尺度は、フラグ (Flag) に設定できま
す。これは、通常、1 が True、0 が False であることを示します。

値 「測定」が「カテゴリー」のフィールドの場合は個別の値を示し、「測定」が「連続」の
フィールドの場合は値の範囲を示します。

構造 フィールド内のレコードに単一値 (プリミティブ) と値リストのどちらが含まれているかを
示します。

深さ (Depth)
リストの深さを示します。0 はプリミティブのリスト、1 はリストのリスト、などとなり
ます。

すべてのデータ値をスキャン (Scan all Data Values)
これを選択すると、カテゴリー値や範囲制限を判別するためのデータ・ソースのデータ値のスキャ
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ンを開始およびキャンセルできます。スキャンが進行中の場合は、「データ・スキャンのキャンセ
ル (Cancel Data Scan)」ボタンをクリックします。すべてのデータ値をスキャンすると、メタデー
タが正しいことを確認できますが、データ・ソースに多数のフィールドやレコードがある場合は時
間がかかることがあります。

プロジェクト
プロジェクトは、入力を保管し、ジョブの出力にアクセスするためのワークスペースです。これは、ファイ
ルおよびフォルダーを追加するための最上位の編成構造です。プロジェクトは、個々のユーザーおよびグル
ープと共有することができます。

プロジェクトのリスト

「プロジェクト」メイン・ページには、現在のユーザーがメンバーになっているプロジェクトのリストが表
示されます。

v プロジェクトの詳細を表示し、プロパティーを編集するには、そのプロジェクト名をクリックします。

v 検索文字列が名前に含まれるプロジェクトだけを表示するようにリストをフィルタリングするには、検
索領域にその文字列を入力します。

v 「新規プロジェクトの追加 (Add new project)」ダイアログで指定した名前で新しいプロジェクトを作成
するには、「新規」をクリックします。プロジェクトに付けることができる名前の制限については、 30

ページの『命名ルール』を参照してください。

v 選択したプロジェクトを削除するには、「削除」をクリックします。このアクションにより、該当する
プロジェクトが削除され、そのプロジェクトに関連付けられたすべてのデータが HDFS から削除されま
す。

v リストを更新するには、「リフレッシュ」をクリックします。

個々のプロジェクトの詳細

内容領域は、「詳細」、「共有 (Sharing)」、「ファイル」、および「バージョン」の各省略可能セクショ
ンに分かれています。

詳細

名前 プロジェクトの名前を表示する編集可能なテキスト・フィールド。

表示名 他のアプリケーションに表示されるプロジェクトの名前を表示する編集可能なテキスト・
フィールド。このフィールドが空白の場合は、表示名として「名前」が使用されます。

説明 プロジェクトに関する説明テキストを指定するための編集可能なテキスト・フィールド。

保持するバージョン数 (Versions to keep)
バージョンの数が指定の数を超えた場合に、最も古い確定プロジェクト・バージョンを自
動的に削除します。デフォルトは 25 です。

注: クリーンアップ・プロセスはすぐには実行されませんが、20 秒ごとにバックグラウン
ドで実行されます。

公開 (Is public)
すべてのユーザーがプロジェクトを参照できるか (チェック・マークを付けた場合)、ユー
ザーおよびグループをメンバーとして明示的に追加する必要があるか (チェック・マーク
を外した場合) を示すチェック・ボックス。

設定の現在の状態を保持するには、「保存」をクリックします。
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共有 (Sharing)
ユーザーおよびグループを作成者または表示者として追加することで、プロジェクトを共有できま
す。

v テキスト・ボックスに入力すると、ユーザーおよびグループがフィルタリングされ、名前に検索
文字列が含まれるものが表示されます。これらのメンバーをメンバー・リストに追加するには、
共有のレベルを選択して、「メンバーを追加 (Add member)」をクリックします。

– 作成者はプロジェクトのすべての権限を持つメンバーであり、プロジェクトの他に、その中の
フォルダーおよびファイルも変更することができます。これらのユーザー、およびこれらのグ
ループのメンバーは、IBM® SPSS® Modeler を通じて Analytic Server に接続しているとき
に、このプロジェクトに対する書き込み (Analytic Server エクスポート・ノード) 権限を持ち
ます。

– 表示者は、プロジェクト内のフォルダーおよびファイルを表示することができ、プロジェクト
内のオブジェクトに対してデータ・ソースを定義することができますが、プロジェクトを変更
することはできません。

v 作成者を削除するには、作成者リストでユーザーまたはグループを選択し、「メンバーの削除
(Remove member)」をクリックします。

注: 管理者は、メンバーとして明示的にリストされているかどうかにかかわらず、すべてのプロジ
ェクトに対する読み取りおよび書き込み権限を持ちます。

注: 「共有 (Sharing)」で行われた変更は、すぐに自動的に適用されます。

ファイル

プロジェクト構造ペイン

右側のペインには、現在選択しているプロジェクトのプロジェクト/フォルダー構造が表示
されます。フォルダー構造を参照することができますが、ボタン以外の方法で編集するこ
とはできません。

v 「ローカル・ファイル・システムへのファイルのダウンロード (Download file to the
local filesystem)」をクリックすると、選択したファイルがローカル・ファイル・システ
ムにダウンロードされます。

v 「選択したファイルの削除 (Delete the selected file(s))」をクリックすると、選択したフ
ァイル/フォルダーが削除されます。

ファイル・ビューアー (File Viewer)

現在のプロジェクトのフォルダー構造を表示します。フォルダー構造は、定義されたプロ
ジェクト内でのみ編集できます。つまり、「プロジェクト」モードのルート・レベルで
は、ファイルの追加、フォルダーの作成、または項目の削除ができません。プロジェクト
を作成または削除するには、プロジェクトのリストに戻ります。

v 「HDFS にファイルをアップロード (Upload file to HDFS)」をクリックすると、現在
のプロジェクト/サブフォルダーにファイルがアップロードされます。

v 「新規フォルダーの作成」をクリックすると、「新規フォルダー名 (New folder
name)」ダイアログで指定した名前の新しいフォルダーが、現在のフォルダーの下に作成
されます。

v 「ローカル・ファイル・システムへのファイルのダウンロード (Download file to the
local filesystem)」をクリックすると、選択したファイルがローカル・ファイル・システ
ムにダウンロードされます。
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v 「選択したファイルの削除 (Delete the selected file(s))」をクリックすると、選択したフ
ァイル/フォルダーが削除されます。

バージョン

プロジェクトは、ファイルおよびフォルダーの内容に加えられた変更に基づいてバージョン管理さ
れます。プロジェクトの属性 (説明など) を変更する場合は、公開されているかどうか、およびど
のユーザーと共有しているかにかかわらず、新しいバージョンは不要です。ファイルまたはフォル
ダーの追加、変更、または削除を行う場合は、新しいバージョンが必要です。

プロジェクトのバージョン管理表

表には、既存のプロジェクト・バージョン、作成日、確定日、各バージョンの担当ユーザ
ー、および親バージョンが表示されます。親バージョンとは、選択したバージョンの基と
なるバージョンのことです。

v 「ロック」をクリックすると、選択したプロジェクト・バージョンの内容を変更するこ
とができます。

v 「確定 (Commit)」をクリックすると、プロジェクトに対するすべての変更が保存され、
そのバージョンが現行の参照可能状態のプロジェクトになります。

v 「破棄」をクリックすると、ロックしたプロジェクトに対する変更がすべて破棄され、
参照可能状態のプロジェクトが最新の確定バージョンに戻ります。

v 「削除」をクリックすると、選択したバージョンが削除されます。

ユーザー管理
管理者は、「ユーザー」ページを通じて、ユーザーおよびグループの役割を管理できます。

内容領域は、「詳細」および「プリンシパル (Principals)」の各省略可能セクションに分かれています。

詳細

名前 テナントの名前を表示する、編集できないテキスト・フィールドです。

説明 テナントに関する説明テキストを指定できる編集可能なテキスト・フィールド。

URL これは、ユーザーが Analytic Server コンソールを通じてテナントにログインできるよう
に、ユーザーに提供する URL です。

プリンシパル (Principals)

プリンシパルは、構成時にセットアップされたセキュリティー・プロバイダーから取得されるユー
ザーおよびグループです。プリンシパルの役割を管理者またはユーザーに変更できます。

メトリック (Metrics)
1 つのテナントに対するリソースの制限を構成できます。テナントが現在使用しているディスク・
スペースを報告します。

v テナントの最大ディスク・スペース割り当て量を設定できます。この制限に達すると、テナント
のディスク・スペース使用量が割り当て量を下回るために十分なディスク・スペースが消去され
るまで、そのテナントでこれ以上のデータをディスクに書き込むことができなくなります。

v テナントのディスク・スペース警告レベルを設定できます。この割り当て量を超えると、テナン
トのディスク・スペース使用量が割り当て量を下回るために十分なディスク・スペースが消去さ
れるまで、そのテナントでプリンシパルが分析ジョブを実行依頼できなくなります。
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v このテナントで一度に実行できる並行ジョブの最大数を設定できます。この割り当て量を超える
と、現在実行中のジョブが完了するまで、このテナントでプリンシパルが分析ジョブを実行依頼
できなくなります。

v 1 つのデータ・ソースが保持できるフィールドの最大数を設定できます。データ・ソースが作成
または更新されるたびに、この制限が確認されます。

v 1 つのデータ・ソースが保持できるレコードの最大数を設定できます。データ・ソースが作成ま
たは更新されるたびに、この制限が確認されます。例えば、新しいファイルを作成したときや、
ファイルの設定を変更したときです。

v ファイルの最大サイズをメガバイトで設定できます。ファイルがアップロードされる際にこの制
限が確認されます。

命名ルール
Analytic Server で固有の名前を付けることができるもの (データ・ソース、プロジェクトなど) について
は、以下のルールがその名前に適用されます。

v 名前は、同じタイプのオブジェクト内で固有でなければなりません。例えば、2 つのデータ・ソースの
両方に insuranceClaims という名前を付けることはできませんが、データ・ソースとプロジェクトに、そ
れぞれ insuranceClaims という名前を付けることはできます。

v 名前には大文字小文字の区別があります。例えば、insuranceClaims と InsuranceClaims は固有の名前と見
なされます。

v 名前では、先頭と末尾の空白が無視されます。

v 名前では以下の文字を使用できません。

~, #, %, &, *, {, }, ¥¥, :, <, >, ?, /, |, ", ¥t, ¥r, ¥n
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第 3 章 SPSS Modeler の統合

SPSS Modeler は、分析に対する視覚的なアプローチを備えたデータ・マイニング・ワークベンチです。ジ
ョブに含まれる個別のアクションは、データ・ソースへのアクセスから、レコードの結合、新規ファイルの
記述、またはモデルの作成に至るまで、すべてキャンバス上のノードとして表されます。これらのアクショ
ンをリンクすることで、分析ストリームを形成します。

Analytic Server データ・ソースに対して実行できる SPSS Modeler ストリームを作成するには、Analytic

Server・ソース・ノードから開始します。SPSS Modeler は、できる限り多くのストリームを Analytic

Server にプッシュ・バックし、その後、必要に応じて一部のレコードをプルして、SPSS Modeler サーバー
内でストリームの実行を「ローカルで」終了します。SPSS Modeler がダウンロードするレコードの最大数
は、Analytic Server ストリームのプロパティーで設定できます。

HDFS へのレコードの書き込みで分析を終了する場合は、Analytic Server・エクスポート・ノードでストリ
ームを終了します。

これらのノードについて詳しくは、SPSS Modeler の資料を参照してください。

サポート対象ノード
多くの SPSS Modeler ノードでは、HDFS での実行がサポートされていますが、実行方法に相違点がある
ノードや、現時点でサポートされていないノードもあります。このトピックでは、現在のサポート・レベル
について詳しく説明します。

全般

v ここで示された Modeler のフィールド名では、通常どおりに受け入れ可能な文字の一部が、
Analytic Server では受け入れられません。

v Modeler ストリームを Analytic Server で実行するには、ストリームを 1 つ以上の Analytic

Server ソース・ノードで開始し、単一のモデル作成ノードまたは Analytic Server エクスポー
ト・ノードで終了する必要があります。

v 連続型対象のストレージは、整数ではなく実数に設定することをお勧めします。スコアリング・
モデルでは、連続型対象の出力データ・ファイルに必ず実数値が書き込まれるのに対し、スコア
の出力データ・モデルでは、対象のストレージに従って処理が行われます。このため、連続型対
象のストレージが整数である場合は、書き込み値とスコアのデータ・モデルに不一致が生じ、こ
の不一致によって、スコアリングされたデータの読み取り時にエラーが発生します。

入力

v Analytic Server ソース・ノード以外のノードで開始されるストリームは、ローカルで実行されま
す。

レコード操作
ストリーミング時系列分析ノードとスペース タイム ボックス・ノードを除くすべてのレコード操
作がサポートされています。以下では、サポートされるノード機能について、特に注意が必要な点
を示します。

条件抽出

v フィールド作成ノードがサポートする機能と同じ一連の機能をサポートします。
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サンプル

v ブロック・レベルのサンプリングはサポートされていません。

v 複雑なサンプリング方法はサポートされていません。

レコード集計

v 連続キーはサポートされていません。データをソートするように設定され、この設定を
レコード集計ノードで使用する既存のストリームを再利用している場合、ソート・ノー
ドを削除するようにそのストリームを変更してください。

v 順序統計量 (中央値、第 1 四分位数、第 3 四分位数) は概算値が算出され、「最適化」
タブを通じてサポートされています。

ソート

v 「最適化」タブはサポートされていません。

分散環境では、ソート・ノードによって設定されたレコード順序を保持する操作の数が限
られます。

v ソート・ノードの後にエクスポート・ノードを使用すると、ソートされたデータ・ソー
スが生成されます。

v レコードのサンプリングが「初めの n 件」であるサンプル・ノードをソート・ノードの
後に使用すると、先頭から N 件のレコードが返されます。

v 「非常に大きなデータセットの最適化」の目的を持つモデル作成ノード (ニューラル・
ネット、線型、C&R ツリー、Quest、または CHAID) をソート・ノードの後に使用する
パターンは、得られた乱数キーに基づくソートによってレコードを無作為に入れ替える
ことで、元のレコードが順に並んでいる場合に、モデル作成アルゴリズムにバイアスが
導入されるのを避けるのに便利です。

一般にソート・ノードは、ソートされたレコードが必要になる操作のできるだけ近くに配
置してください。

レコード結合

v 順序による結合はサポートされていません。

v 「最適化」タブはサポートされていません。

v サンプル・ノードまたはモデル・ナゲットの Analytic Server ソース・ノードおよびレコ
ード結合ノード間への配置は、現在、サポートされていません。通常は、サンプル・ノ
ードの機能の代わりに、条件抽出ノードを指定することができます。

v Analytic Server では、空の文字列キーに基づく結合は行われません。つまり、結合基準
として指定したキーのいずれかに空の文字列が含まれる場合、空の文字列を含むレコー
ドは、結合の出力から除去されます。

v 結合操作は比較的低速です。HDFS 内に使用可能なスペースがある場合は、各ストリー
ムでデータ・ソースを結合するよりも、一度データ・ソースを結合してから、結合され
たソースを以降のストリームで使用する方が、処理速度が大幅に向上する可能性があり
ます。

R 変換
ノードの R シンタックスは、レコード単位の操作で構成されている必要があります。

フィールド操作
行列入替、時間区分、および履歴の各ノードを除くすべてのフィールド操作がサポートされていま
す。以下では、サポートされるノード機能について、特に注意が必要な点を示します。
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自動データ準備

v ノードの学習はサポートされていません。学習した自動データ準備ノードの変換の新規
データへの適用はサポートされています。

データ型

v 「検査」列はサポートされていません。

v 「フォーマット」タブはサポートされていません。

フィールド作成

v 順序機能を除くすべてのフィールド作成機能がサポートされています。

v 分割フィールドは、分割として使用されている同じストリーム内では作成できません。
分割フィールドを作成するストリームと、フィールドを分割として使用するストリーム
の 2 つのストリームを作成する必要があります。

v フラグ・フィールドを、比較内で単独で使用することはできません。つまり、if

(flagField) then ... endif と指定すると、エラーが発生します。回避策として、if

(flagField=trueValue) then ... endif を使用してください。

v ** 演算子を使用するときは、Modeler の結果に合わせて、指数を実数として指定するこ
とをお勧めします (x**2 ではなく x**2.0 など)。

置換

v フィールド作成ノードがサポートする機能と同じ一連の機能をサポートします。

データ分割
以下の機能はサポートされていません。

v 最適なデータ分割

v ランク

v 分位 -> 分位: 値の合計

v 分位 -> 同順位: 現在のまま保持および無作為割当

v 分位 -> カスタム N: 100 を超える値と、100 % N が 0 に等しくない任意の N 値。

RFM 分析

v 同順位の処理方法としての「現在のまま保持」オプションはサポートされません。RFM

のリーセンシー、度数、およびマネタリーの各スコアは、同じデータから Modeler によ
って計算されたスコアと一致するとは限りません。スコアの範囲は同じですが、スコア
の割り当て (ビン数) がそれぞれ異なっている場合があります。

グラフ作成
すべてのグラフ作成ノードがサポートされています。

モデル作成
サポートされているモデル作成ノードは、線型、ニューラル・ネット、
C&RT、CHAID、Quest、TCM、TwoStep-AS、STP、およびアソシエーション・ルールです。以下で
は、これらのノードの機能について、特に注意が必要な点を示します。

線形 ビッグデータに対するモデルを作成する場合は、通常、目的を「特に大きなデータセッ
ト」に変更するか、分割を指定してください。

v 既存の PSM モデルの継続学習はサポートされていません。

v 標準のモデル作成目的は、各分割のレコード数が多くなりすぎないように分割フィール
ドを定義する場合にのみお勧めします。ここで、「多すぎる」の定義は、ご使用の
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Hadoop クラスターの各ノードの処理能力によって異なります。一方、モデルを作成する
ためのレコードが少なくなりすぎることを防ぐため、分割をあまり細かく定義しないよ
うに注意する必要があります。

v 「ブースティング」目的はサポートされていません。

v 「バグ」目的はサポートされていません。

v 「特に大きいデータ・セット」目的は、レコードが少数の場合はお勧めしません。これ
は、モデルが作成されないか、品質の劣るモデルが作成されることが多いためです。

v 自動データ準備はサポートされていません。このため、欠損値の多いデータに基づいて
モデルを作成しようとしたときに、問題が発生する可能性があります。これらの値は、
通常、自動データ準備の一環として代入されるからです。回避策として、ツリー・モデ
ルまたはニューラル・ネットワークを拡張設定で使用して、選択した欠損値を代入する
ことができます。

v 精度統計は、分割モデルについては計算されません。

ニューラル・ネットワーク
ビッグデータに対するモデルを作成する場合は、通常、目的を「特に大きなデータセッ
ト」に変更するか、分割を指定してください。

v 既存の標準または PSM モデルの継続学習はサポートされていません。

v 標準のモデル作成目的は、各分割のレコード数が多くなりすぎないように分割フィール
ドを定義する場合にのみお勧めします。ここで、「多すぎる」の定義は、ご使用の
Hadoop クラスターの各ノードの処理能力によって異なります。一方、モデルを作成する
ためのレコードが少なくなりすぎることを防ぐため、分割をあまり細かく定義しないよ
うに注意する必要があります。

v 「ブースティング」目的はサポートされていません。

v 「バグ」目的はサポートされていません。

v 「特に大きいデータ・セット」目的は、レコードが少数の場合はお勧めしません。これ
は、モデルが作成されないか、品質の劣るモデルが作成されることが多いためです。

v データ内に多くの欠損値がある場合は、拡張設定を使用して欠損値を代入してくださ
い。

v 精度統計は、分割モデルについては計算されません。

C&R ツリー、CHAID、および QUEST
ビッグデータに対するモデルを作成する場合は、通常、目的を「特に大きなデータセッ
ト」に変更するか、分割を指定してください。

v 既存の PSM モデルの継続学習はサポートされていません。

v 標準のモデル作成目的は、各分割のレコード数が多くなりすぎないように分割フィール
ドを定義する場合にのみお勧めします。ここで、「多すぎる」の定義は、ご使用の
Hadoop クラスターの各ノードの処理能力によって異なります。一方、モデルを作成する
ためのレコードが少なくなりすぎることを防ぐため、分割をあまり細かく定義しないよ
うに注意する必要があります。

v 「ブースティング」目的はサポートされていません。

v 「バグ」目的はサポートされていません。

v 「特に大きいデータ・セット」目的は、レコードが少数の場合はお勧めしません。これ
は、モデルが作成されないか、品質の劣るモデルが作成されることが多いためです。

v インタラクティブ・セッションはサポートされていません。
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v 精度統計は、分割モデルについては計算されません。

モデルのスコアリング
モデル化がサポートされているすべてのモデルでは、スコアリングもサポートされています。さら
に、一部のノードのローカルで作成されたモデル・ナゲットでも、スコアリングがサポートされて
います。そのノードとは、C&RT、Quest、CHAID、線型、ニューラル・ネット (モデルが標準、ブ
ースティング、バギングのいずれか、または非常に大きなデータ・セット用であるかどうかにかか
わらず)、回帰、C5.0、ロジスティック、一般化線型、GLMM、Cox、SVM、ベイズ・ネット、
TwoStep、KNN、ディシジョン・リスト、判別、自己学習、異常値検出、Apriori、Carma、K-

Means、Kohonen、R、およびテキスト・マイニングです。

v 未加工または調整された傾向はスコアリングされません。回避策として、フィールド作成ノード
で以下の式を使用して、未加工の傾向を手動で計算することによって、同じ効果を得られる場合
があります: if 'predicted-value' == 'value-of-interest' then 'prob-of-that-value' else

1-'prob-of-that-value' endif

v Analytic Server は、モデルをスコアリングするときに、モデル内のすべてのフィールドがデー
タ・セット内に存在するかどうか確認しません。このため、Analytic Server で操作を実行する前
に、このことを確認してください。

R ナゲットの R シンタックスは、レコード単位の操作で構成されている必要があります。

出力 クロス集計、精度分析、データ検査、変換、記述統計、および平均比較の各ノードがサポートされ
ています。

テーブル・ノードは、上流の操作の結果を含む一時的な Analytic Server データ・ソースを記述す
ることによってサポートされます。テーブル・ノードは、その後、そのデータ・ソースの内容をペ
ージングします。

エクスポート
ストリームを、Analytic Server ソース・ノードで開始して、Analytic Server エクスポート・ノード
以外のエクスポート・ノードで終了することができますが、データは HDFS から SPSS Modeler

Server に移動され、最終的にエクスポート場所に移動されます。
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